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８月５日（水）和水町中央公民館・役場において開催されました。当日は２５０人を

越す保護者や教育・医療・福祉等関係機関の方々に参加いただきました。講演会では、

河田先生に分かりやすくお話しいただき、また分科会では班別協議を進めて、充実した

セミナーになりました。当日の話題提供や司会・記録の係で御協力いただきました先生

方、お世話になりました。

（講演会の様子）

荒玉地域特別支援教育セミナー開催

○荒玉地域特別支援教育セミナー内容
（講演会）「発達障がい児の理解と支援」

講師：九州ルーテル学院大学 河田将一准教授
（分科会）

①「校内支援体制の実際」
②（演習）「事例会議」
③「特別な支援が必要な子どもたちの理解と支援」

～幼保小の移行支援
④「 〃 」～小中の移行支援
⑤「 〃 」～中高の移行支援
⑥（演習）「授業（教材教具）づくり」
⑦「保護者・関係機関との連携」
⑧（演習）「検査法の実際～ＷＩＳＣ－Ⅲほか～」

玉名市・長洲町実務担当者会、地域特別支援教育相談会

荒尾市教育相談

（巡回教育相談）清里保、平井小、長洲小、荒尾二小、有明小、菊水地区 Co 会議、木葉小

桜山保、清里小、南関一小

（研修支援）ふれあい福祉センター、荒尾市就学指導委員会、長洲小、石貫小

地域連携の取組

行為障害（ＣＤ） conduct disorder
行為障害とは１９８０年に米国精神医学会が作成したＤ

ＳＭ -Ⅲ診断基準（現在ＤＳＭ -Ⅳ）に初めて登場した診断概念。
一般的に非行と呼ばれているもの。ＤＳＭの定義によれば、行
為障害は「他者の基本的権利を侵害するような、年齢相応の社
会的規範や規則を侵害することが反復し持続する行動様式」と
される。

こ

その内容は「人や動物に対する攻撃性」「所有物の破壊」「嘘をつくことや窃盗」「重
大な規則違反」のうち３つ以上見られ、社会的、学力的、職業的機能において重大
な障害を起こしていることなどである。診断に当たっては、当該の小児の年齢を考
慮しなければならない。また、小児期発症型（※）と青年期発症型とを区別する。
（※小児期発症型…成人して反社会性人格障害に発展する可能性が高い。多動衝動
性優勢型のＡＤＨＤとの関係が密接であるが、ＡＤＨＤのすべてが行為障害になる
わけではない。）



○忘れ物が多い子ども・整理整頓が苦手な子どもへの支援

※注意の集中の難しさ、記憶のとどめにくさなど「ＡＤＤ」（ＡＤＨＤのうち多動性が

ないもの）が原因になっている場合があります。適切な対応で改善されることがある

ので、決して頭ごなしに叱らず、根気強く指導していく必要があります。

コラム No.８ ～子ども理解と支援④～

長い夏休みが終わり、２学期が始まりました。学校が始まると、日々の宿題をはじ

め、いろいろな提出物があると思います。また、授業に備えて、休みの間持ち帰った

道具類を少しずつ持ってくることでしょう。忘れ物が多かったり、整理ができなかっ

たりして、使うものをすぐに用意できないと、学習意欲の低下につながります。でき

るだけ忘れ物をしないよう、自分で身の回りを整頓する方法をアドバイスしていきた

いものです。

①忘れ物が多い子ども

・ 聞 い た だ け で は 覚 え ら れ な

い。

・ メ モ を 書 い て も 、 見 る こ と

を忘れてしまう。

・ 必 要 な も の を ど こ に 置 い た

か分からなくなる。

・ 他 の こ と に 気 を と ら れ て し

ま う 。 … な ど

・持っていくべきものを必ずメモにとる

ようにする。

・メモを貼る場所を決めて、毎日確認す

る習慣をつける。

・ものの置き場所は決まったところに決

め、かごなどを置くようにする。また、

置くものを写真等で表示する。

・最初は保護者も一緒に確認しながらも

徐々に支援の手を離していくようにす

る。

②整理整頓が苦手な子ども

・ 片 付 け る と き に 、 他 の こ と

に気をとられてしまう。

・ 計 画 的 に 行 動 し た り 、 見 通

し を 持 っ た り す る の が 難 し

く 、 次 に 何 を し て い い か 分

からない。

・いつも誰かがやってしまう。

… な ど

・必要なものだけ取り出し、不要なもの

はこまめに片付けるよう、授業の合間

で声かけをする。

・道具箱に仕切りをつけ、何を入れるの

か分かるように写真を貼る。

・どうしても難しいときは、とりあえず

入れておく箱を用意してその中に入れ

る。あとで片付ける練習をする。

・筆箱の中身は、できるだけ必要最小限

のものにし、学級で共通理解する。

～荒養まつりのお知らせ～
荒尾養護学校では、下記のとおり「荒養まつり」を実施し

ます。生徒たち手作りの作業製品の販売や各団体のバザー、

中庭には大型の遊具を設置します。また、ステージでも楽し

い催しが目白押しです。たくさんの方の御来校をお待ちして

おります。

記

期日：平成２１年１０月２５日（日）

場所：荒尾養護学校運動場・中庭

（雨天時は体育館・教室等）

時間：9:40 ～ 14:00（バザーは 10:30 ～ 13:40）

熊本県立荒尾養護学校
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